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唐津産の木酢液の処理がカンショの生育と
塊根の遊離糖含量に及ぼす影響
芝出秀次郎・真島佳代子・光富 勝*・有馬 進*
(佐賀大学海浜台地生物生産研究センター ， *佐賀大学農学部)
Effects of application of pyr‘oligneous acid solution produced in Karatsu city 
on growth and free sugar contents of storage roots of sweet potato 
Hidejiro SHIBA YAMA， Kayoko MASHIMA， Masaru MITSUTOMI* and Susumu ARIMA * 
(Marin巴andHighland Bioscience Center， *Faculty of Agriculture， Saga University) 
摘要
唐津市高島産の木酢液の処理がカンショにおける苗の発根，国場での生育あるいは塊根の遊離糖含量
に及ぼす効果について調べた。処理により，苗からの根の成長はかなり促進されたが，国場に植え付け
たカンショの茎葉部の生育あるいは塊根形成に及ぽす効果は，本実験では害虫の発生等もあって明瞭で、
はなく，塊根の遊離糖含有量についても，明瞭な差異はみられなかった。一方塊根の遊離糖については，
フルクトース，グルコース，スクロース及びマノレトースの含量を高速液体クロマトグラフィー(HPLC)
を用いて分析，定量しているが，蒸しイモ，焼きイモなどの調理によるマルトース生成やそれらの糖含
最の数値が品種により若干異なることなどを確認するとともに，現地篤農家栽培によるイモでは，糖の
含量が若干高い場合もあるという結果を得た。
Abstract 
Pyroligneous acid solution produced in Karatsu city was applied to seedlings and growing 
plants of sweet potato， ItOJnoea batat，回 Lam.cvs. Tosabeni and Beniazuma， inthe laboratory and 
the field. Rooting of seedlings were incr・eased，but growth of shoots and roots and free sugar 
contents of tuberous roots were not increased， by treatments in this experiment. Free sugar 
contents of tuberous roots were investigated by high performance liquid chromatography (HPLC)， 
and sucrose contents of Beniazuma were higher than those of Tosabeni. Maltose contents were 
increased by steaming or baking roots in both varieties under any cultural conditions. Free sugar 
contents of fresh and cooked ones of an excellent farmer were slightly higher than those of the 
experimental field. 
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緒 冨
木酢液 (pyroligneousacid)は，木炭および松
根油製造の際に煙突から出る煙を冷却して収集し
たもので，酸性の黄褐色の液体であり，これまで
は，医薬原料，飼料添加剤，脱臭剤原料，木材防
腐剤原料など，ほとんど農業以外の分野で使われ
てきた。しかし最近は，木酢液が作物の減農薬栽
培や品質向上に効果があるという事例が，しばし
ば報告されるようになっているは，4，5，7)。また木酢
の作用があるといわれ，最近も各地で農業分野へ
の積極的な応用研究が試みられている1品九
液は，各種作物に多種多楼な作用を示すとされ，
例えば希釈して作物に葉面散布すると葉の活力が
まる，土に施すと作物の発根が良くなる，さら
に土壌病害の減少や農薬の効果を向上させるなど
一般に上場台地で生産された作物， とくに地下
部を収穫する「根もの作物jは味が良いと言われ
ているが，その要因解明と一層の改良による評価
の確立註未だ不十分で、ある。そこで，地元の麿津
市高島産の木酢液を有効活用する一つの試みとし
て，高島で生産された木酢液を用いてカンショ菌
の発根，植え付け後の茎葉の生育や塊根の品質に
関連する要素として遊離糖生成に及ぼす影響を取
り上げ，以下のような目的でト本研究を行った。
1.カンショ苗については，木酢液の原液希釈
濃度の相違と根の成長促進の様相を調査するため
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に室内実験を行い円木酢液の散布によるカンシ
ョの地上部(茎葉)及び地下部(塊根)の生育へ
の影響は，品種間差異や生育時期の相違について
関場実験を実施して観察した。
2.木酢液処理によるカンショ塊根の品質への
影響の謂査のために，高速液体クロマトグラフィ
ー(荘ighPerformance Liquid Chromatogra-
phy: HPLC)による塊根中の遊離糖(フルクトー
ス，グルコース，スクロース及びマルトース)の
定量分析を行い6)，品種や栽培法あるいは調理法
による糖含有量の差異を解析する実験を行った。
3.当研究センターの畑圃場産のカンショ塊根
と同時に，現地篤農家で生産され，一般に良食味
と評価されているカンショ塊根についても同様の
分析を行ない，遊離糖含量を比較して，一般評価
との関連'性についての検討を行った。
実験材料及び方法
[実験 1]木酢液処理がカンショ苗における根の成
長や茎葉の生青に及ぼす影響
[ 1 ]木幹液処理がカンショ直における根の成
長に及ぽす影響
杜ら 1)の実験をもとに，麗津市高島産の木酢液
原液を蒸留水で希釈して1000，2000， 3000， 4000， 
5000及び10000倍希釈の 6つの濃度区を設け，それ
ぞれの希釈液を1000m12三角フラスコに入れて品種
ベニアズマの苗を植え付けた。苗は茎の下から第
3節までが水中に浸るように三角フラスコ内に揮
し，脱脂綿で口を詰め，明暗12時間切り替え，温
度250C，湿度70%一定の人工気象室内に入れ， 8 
日目に取り出して各節での根の形成を調査した
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第 1図 木酢液の希釈溶液中におけるカンショ苗か
らの根の成長調査
(第 1図)。実験は1997年7月8"-'16日に行ない，
各処理区は 3反復，無処理区は 4反復とした。
[ 2 ]木酢液処理が圃場で栽培したカンショの
生育に及ぽす影響
①トサベニ(5月植)
唐津市内，神田地区の海浜台地生物生産研究セ
ンターの台地畑圃場を用いて， 1997年5月38に
鹿児島産のトサベニ苗を幅60cmX25mのうねに25
cm間隔で1うね当たり 100本ずつ移植し，試験区は
l区2mX3m=6ぱで4うねの32株とした。処
理は，高島産の木酢原液を水で希釈して50，100， 
200，400及び800倍希釈の 5段階の濃度の処理区を
設け，無処理底は瀧減水を用いてそれぞれ散布し，
各匿ともに 2反復で実験を行なった。木酢液の各
希釈濃度液の処理量は， 1m'当り lリットル(6 
12/区)として 6月4日， 6月14日， 7月14日及び
8月22日に葉商散布を行なったが， 6月4日処理
では100倍液のみは 612 /区の外に1212/区(倍量
区)も設け， 6月14日の処理は各希釈濃度液とも
に1212/区ず、つの散布量とした。
塊根の収穫は植え付け後145日自の 9月25日に
行ない，試験区の中央2うねの16株のうちの10株
について，茎葉部(地上部)と塊根(地下部)を
それぞれ調査した。茎葉部は，長さ，分校数及び
生体重，塊根は大きさ(長さ， I幅)及び生体重を
調査し，茎葉塊根重比率 (T/R比) 3)を求めた。
調査した塊根は，各毘ごとにまとめて実験棟内で
室温下に貯蔵した。
②ベニアズマ(5月植)
供試闘場はトサベニと同一で、あり，苗の栽植密
度及び木酢液の処理等の試験区内容も， トサベニ
( 5月植)の場合と同様に行った。 1997年5月20日
に，唐津市湊地匹産のベニアズマ苗を植え付け，
6月14日， 7月5日， 7丹14日， 8月22日及び9月
19日に，木酢液の各希釈濃度液の散布を 612 /匹(6
月14日のみは1212/区)ずつ行った。茎葉及び塊根
の収穫は，植え付け後147日自の10月14日に行い，
調査及びその後の貯蔵法もトサベニ(5丹植)と
同様に行なった。
③トサベニ(7月植)
苦の移植は1997年7月3日で，上記と同一関場
に植え付けた。木酢液の処理は，まず植付け 2日
前の 7月1日に土壌処理として原液の20及び50倍
希釈液処理区と無処理認を設け， 4反復で612 /区
唐津産の木酢液の処理がカンショの生育と塊根の遊離糖合設に及ぽす影響 17 
ずつ散布して，その後は両品種の 5月植区とおお
よそ同じ希釈濃度液を散布する 6種類の処理区を
設けた。そのために土壌処理一葉面散布処理にお
ける木酢原液の希釈倍率は，無処理(水)一無処
理区(水)， 20-50倍区， 20-100倍産， 50-200倍
区， 50-400倍区及び無処理(水)-800倍区の 6
区となり，葉面散布液量は 6Q /区ずつであり， 2 
反復とした。茎薬及び塊根の収穫は，植え付け後
140日自の11丹20日で，収穫時の調査項目及び塊根
の貯蔵法等は，上記の場合と同様とした。
[実験 2]木酢液処理がカンショ塊根の遊離糖含量
に及lます影響
1 )供試塊根の準備
①トサベニ(5月植)
まずカンショの生育過程と木昨液処理における
塊根の糖合量の推移を調べるために，植え付け後
89日自の1997年7月31日は無処理区のみ，植え付
け後116日目の 8月27日は無処理藍の外にやや
い濃度の区 (50倍希釈区)及び標準濃度の底 (400
倍希釈区)について， 1株ずつの塊根を供試した。
それらの塊根は，洗って生体重を測った後，生イ
モ各2{聞について 8月25日及び8月29日に分析試
料を作成し，高速液体クロマトグラフィー
(HPLC)を用いて遊離糖(フルクトース，グルコ
ース，スクロース及びマノレトース)の定量分析を
行った(次節:2) を参照)。
次に木酢液処理の影響について生イモ，調理イ
モを合めて塊根の糖含量の酉から調べるために，
植え付け後145日目の 9月25日に収穫した塊根に
ついて，無処理区の外に50倍及び400倍希釈液処理
区の 3区から12塊根ずつ，計36塊根を取り出して，
水洗いして生体重を澱った後，生イモ及び調理イ
モ(焼きイモ，蒸しイモ:2)を参賠)として各
6塊根について10月16日に分析試料を作成し，
HPLCを用いて糖含量を分析した。ただし焼きイ
モは，他の 3区 (100，200及び800倍希釈区)につ
いても10丹20日に試料を作成し，遊離糖含量を分
析した。
②ベニアズマ(5月植)
カンショの生青過程における塊根の糖合量の推
移については，植え付け後73日自の1997年7月31
日は無処理区のみ，植え付け後99日目の8月27日
は無処理区の外に50倍及び400倍処理区より 1株
ずつを供試して，分析試料の作成は 8月25日及び
8月29日に行い， HPLCを用いて遊離糖含量を測
定した。
次に植え付け後147日自の10丹14日に収穫の場
合は， 50， 400倍及び無処理匿の 3区について12塊
根ずつ，計36塊根を取り出し，試料調製及び調理
法はトサベニ(5月植)と開様の方法で行い， 11
丹12日に分析試料を作成し，日PLCを用いて糖含
を測定した。ただし焼きイモは，残りの 3毘
(100， 200及び800倍区)についても12月4日に試
料を作成し，分析を行った。
③トサベニ(7丹植)
植え付け後140在日の1997年11月20日に収穫し
た塊根について，無処理匿では8塊根ずつ 2反復，
計16塊根を取り出して，それらを水洗して生体重
を測った後，生イモあるいは調理イモ(焼きイモ)
として各4塊根ず、つ， 12月8"-'9日に分析試料を
作成し， HPLCを用いて糖含量を測定した。
2 )分析試料の作成法6)
a)生イモの試料
1区当たり 4塊根を水洗して生体重を測った後，
縦断及び横断して 4半分に切り分け，対称位置の
2片(第2図)について表層部分を切り捨て，内
層部を小さくスライスして 800Cで冷凍保事した
ものを分析用材料としたが，それらは48時間凍結
乾燥を行った後，乳鉢ですりつぶして粉末として，
80%エタノール溶液で遊離糖を抽出した。
抽出後のサンプル液は， 71%アセトニトリルを
必与
cut吋 @ 
縦断面 横断頭
第 2a1 塊根からの分析試料採取法
注1)上段はさ色イモ，下段は調理イモの場合
注2)斜線部分を分析用試料とした。
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溶媒とした JASCO製830…RI高速液体クロマト
グラフィー(HPLC)に10μEを注入して，遊離糖
(フルクトース:FRU，グルコース:GLU，スク
ロース :SUC及びマルトース :MAL)の含有最
を調査した。 4種類の糖は，標準液 (5mg/mQ 
Fru， Glu， Suc， Mal)を基準として18分間計測し
た。
b)焼きイモの試料
1区当たり 4塊根について，水洗して生体重を
測った後，市販の焼きイモ用の鍋「やきもの天田J
を用いて，予熱後に弱火で30分間焼いた。それら
は，横半分に割って両断片より薬さじでイモの中
央部分をくりぬき， -80oCで冷凍保存して分析用
材料としたが， 48時間凍結乾燥した材料からのエ
タノール抽出法及び狂PLC分析法については，
イモと同様の方法で行なった。
c)蒸しイモの試料
1区当たり 4塊根について，水洗して生体重を
測った後，市販の蒸し鍋で30分間蒸した。それら
は横半分に割り，両断片から薬さじで中央部分を
くりぬき， -80oCで冷凍保存した。48時間凍結乾燥
した材料からの抽出法及びHPLC分析法につい
ては，生イモ及び焼きイモと同様の方法で行なっ
た。
d)狂PLC分析法(第3図を参照)
3 )糖度計による Brix値の測定
ベニアズマ(5月植)及びトサベニ(7月植)
について， HPLC分析に用いた向じ塊根を用いて
測定したが，生イモはにんにくしぼりで、搾った液
について，また調理イモ(焼きイモ，蒸しイモ)
は塊根の中央部分をくりぬいて8000回転で10分間
遠心機にかけて得た液について， Brix値(%)を
測定した。糖度計は， ATAGOデジタノレ糖度計パ
レットシリーズ PR-101を{吏用した。トサベニの
5月植匿については，測定は行っていない。
〔実験 3]上場合地の現地農家生産の良食味カンシ
ョ塊根の遊離糖分析
1 )供試品種:トサベニ及びベニアズマ
2 )供試塊根の準備
上場台地の鎮西町の篤農家(入江氏)で栽培・
収穫 (1997年10丹28日)された塊根を供試し，生
イモ及び焼きイモとして各4塊根について分析を
行った。それらは，水洗して生体重を測った後，
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ι 
乾燥品を乳鉢ですりつぶした後、
ねじ口瓶(大)に入れ、シリカゲルとともに-80'Cで保存
l 
粉米500mgを三角フラスコ (100m!容)に精秤するι 80%エタノールを20凶力向
シリコン検をして、 40'C一定で18時間振とう
ι 
25m!メスフラスコにろ過 (5Bろ紙、 55mmろうと)
l ~:エタノールで日O悶
三角フラスコ内を洗浄
5rruガラス注射器にSep-pakC18をつけて絡す、
ι 
1m!テルモシリンジに0.45μmフィルターをつけて滅し、
ねじ口瓶(小)にいれて-30'Cで保存
ι 
10μlをHPLCに注入し、遊隣絡を分析
HPLC 
カラム:NH2P-50 As討lipak(shod臼，)
サイズ:4.6mmIDX250mm 
溶媒 アセトニトリル水器70:30 
流述 。75ml/min
検出器:示義屈折計 (RI)
擦準液 5mg/ml，Fru，Glu， Suc， Mal 
第 3国 試料の調整及びHPLC分析法
[実験2]と同様の方法で1998年 1丹19日に分析用
試料を作成し， 1月28日に HPLC分析を行った。
3 )糖度計による Brix値(%)の測定
上記の塊根について， [実験2]と同様の方法で
糖度の測定を行った。
実験結果
[実験 1]木酢液処理がカンショの生育に及ぽす影
響
[ 1 ]木酢液処理がカンショ苦における根の成
長に及ぽす影響
木酢液の各希釈濃度搭液に挿苗した場合，各処
理毘におけるカンショ苦からの根の成長の様相を
見ると(第4閤)，苗の鯖からの発根は5000，4000 
及び2000倍希釈液区で促進程度が高かった。そし
てl次根の総本数は，すべての処理区において無
処理区よりも多かったが， 2次根を生じている 1
次根の数は， とくに5000及び4000倍希釈液区で無
大が不十分であったため，
①トサベニ(5月植)
T/R比は， 100，200及び400倍希釈液処理区で無
処理区よりやや高いが全般的に大きな差はなく，
また茎葉部の生体重は各処理区間で特に差は見ら
れず，商品性のある塊根の生体重は無処理区より
やや低い傾向もみられた(第5図)。また塊根重100
g以上の場合も，同様の領向が見られた。
②ベニアズマ(5月植)
T/R比は，塊根重50g以上の場合では50及び
200倍希釈匹で無処理区よりやや高く， 100 g以上
の場合では全体的に処理区は無処理区よりも
が，茎葉部及び商品性のある塊根の生体重を含め
て，全体的に各処理区間で大きな差異は見られな
19 
主な検討から除外した。
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第 4図
かった。
〔実験 2]木酢液処理がカンショ塊根の遊離糖含量
に及ぼす影響
分析用の試料作成に供試した塊根は，第2表に
内容を示した。
1 )木酢液の処理と異なる品種の塊根の糖含景
及び調理法
5月植のトサベニ及びベニアズマについて，塊
根における全遊離糖含量を見てみると，それらで
は調理イモが生イモの約4'"'-'5倍の数{簡を示し，
品種では調理法に関わらずベニアズマの方がトサ
ベニよりやや高い値を示した。また木酢液の処理
濃度別に見ると，調理イモでは50倍希釈液処理区
の方がやや高い傾向も見られたが，全般的には大
きな差は見られなかったといえる(第6関)。
処理区よりも多いのが自立った。また 1次根の成
による総根長についても，同様の促進傾向が見
られた。これらの処理区における蔀の各節からの
根の形成数は，木酢液中に浸潰した茎基部から 1
'"'-'4節において， 5000， 4000及び2000倍希釈液区
の処理区で無処理区よりも多くなった。
[ 2 ]木酢液処理が圃場で栽培したカンショの
生育に及ぽす影響
第 l表は，悶場で栽培試験に供試したカンショ
の品種，植付自，収穫日及び木酢液の原液希釈倍
と散布法を示したものである。また収穫時に調
査した T/R比(本実験では，地上部/地下部の生
体重比)は，茎葉部生体重及び商品性のある塊根
としてやや小さいが生体重が50g ( 7月植は40g) 
以上のものを対象とした場合について，各重量と
T/R比を第5留に示し，生体重が100g以上のも
のの場合についても検討を行った。
ニの 7月植については，生育遅れのために塊根肥
しかしトサベ
実験圏場におけるカンショの植付け回と木酢液処理法 (1997年産)第 1表
木首下液希釈倍率
100.100 (12 Q /区)・200・400・800倍区
100・200・400・800{音区
50・100・200・400・800倍区
50・100・200・400・800倍区
処理法
禁酒散布
葉国散布
楽部数布
楽部散布
散布液E
???
?
?? ?????? ????
(植付後)
( 32日目)
( 42日目)
(72日目)
(lll日目)
処理日以
6月4日
6月14臼
7月14日
8 Fl22日
収穫期
9月25臼
(横付後145日目)
植付日
5月3臼トサベニ
( 5月槌)
種品
50・100・200・400・800倍区
50・100・200・400・800倍区
50・100・200・400・800倍区
50・100・200・400・800倍区
50・100・200・400・800倍区
3実菌散布
茶話語教布
楽部散布
菜園散布
葉商散布
12 Q /区
6 Q /1玄
6 Q /区
6 Q /区
6 Q /1玄
( 25日目)
( 46日目)
( 55日百)
( 94日目)
(122日目)
6月14日
7月5日
7月14EI 
8月22臼
9月19日
10月14日
(植付後147日目)
5月20日ベニアズマ
( 5月j債)
20・50倍区
50・100・200・400・800倍区
50・100・200・400・800倍区
50・100・200・400・800倍区
土壌散布
葉箇散布
楽部数布
楽部散布
6 Q /区
6 Q /区
6 Q /区
6 Q /区
(摘付2臼前)
( 20臼白)
( 50臼臼)
( 68日目)
7月1日
7月23日
8 Fl22日
9月9日
11月20EI
(横付後140臼沼)
7月3臼トサベニ
( 7月植)
※いずれの処理日も，熱処理区は潅減水のみを散布。
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第 5図 木酢液処理が国場におけるカンショの生育に及ぼす影響
注1)5月綴は，塊根室50g以上の塊根を商品位のある塊根とする。
注2)7月績は，塊根重40g以上の塊根を商品性のある塊根とする。
1 3600 
3300 
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2700 c' 
2400 S 
2100通
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900州
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注3)日T/R比 一一+ー さー喜主主部の5主体髪 一一ひー商品性のある法根の生体重
次に 4種類の遊離糖の含有量を調理法別にみる
と，フルクトース及びグルコースはトサベニ，ス
クロースはベニアズマで高い傾向が見られ，品種
間で各糖の含有量にやや差異が見られた。またベ
ニアズマにおける糖度(Brix%値)は，調理イモが
生イモの約3倍の値を示したが，焼きイモと蒸し
イモの間には大きな差異は見られなかった。また
それぞれの遊離糖組成については，フルクトース
及びグルコースはベニアズマでは極めて少なし
一方スクロースは，ベニアズマがトサベニの約2
倍の合量を示した(第6図)。
5月植のトサベニ及びベニアズマについて，木
酢原液の50，100， 200， 400及び800倍希釈液処理
区における焼きイモの遊離糖含量を比較したが，
<トサベニ> <ベニアズマ>
60 主主イモ 35 
50 30 
~ 40 25 g 
20 ぬE 
04易隣期毎2 内 30 15 
20 。 10 
10 5 。 。
60 焼きイモ 35 
50 
。30 
安 40 25 ~ 
20 ぷロ』コ
骨芸額話事30 15 
20 10 
10 5 。 。
60 35 
50 30 
g 40 25 g 
20 ぬ凶い
額4築2 30 15 
20 10 
10 5 。
木首下液希釈倍率
第 5思 カンショ(5月槌)の塊根における糠含量
と調理法
注1) 閤 FRU口GLUDsuc関MALOBrix(%) 
トサベニにおいては，各処理区の塊根の糖含震に
明確な差はなく，おおよそ向程度であり，ベニア
ズマにおいては， 100， 200及び800倍希釈区におけ
る糖含量が他の 3区に比べてやや低く，一方糖度
については100，200及び800倍希釈区において無処
理区よりもやや高い舘となるなど，全般的にばら
つきが目立つ結果となった。
2 )貯蔵期間の異なる塊根の糖含量
5月植の 2品種における木酢液無処理区のカン
ショ塊根を主な供試材料として，貯蔵期間の異な
る生イモの分析を試みたが，収穫期及び貯蔵期間
と生イモの遊離糖の含有量について， トサベニは
第7図，ベニアズマは第8閣に分析結果を示した。
まずトサベニについては，収穫期が遅くなるにつ
れて全遊離糖含有量が増加し， 9丹に収穫してそ
の後25日間貯蔵した塊根で最大となり，向日に収
穫後に74日間貯蔵した塊根では，全含有量が減少
していた。またこれら塊根(生イモ)の遊離糖組
成では， 7月及び9月に収穫した塊根はスクロー
ス含量が多く，フルクトース及びグルコース
の増減が見られたが，本実験で8月に収穫した塊
根では，スクロースの含量の多いことが目立った。
また 7月植で11月収穫の塊根(生イモ)では，フ
腐津産の木酢液の処理がカンショの生育と塊根の遊離糖合設に及ぼす影響 21 
<5月植>
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。
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74日 18B 
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貯蔵日数 25日 2臼 21B 
第7図 植付け時期の異なるカンショの塊根における糖含量の差異
(生イモの場合.品種:トサベニ)
注1) lS:3 FRU口GLUQlsuc闘 MAL
訟の貯蔵日数とは、収穫から分析試料作成までの日数。
浅3)供試塊根は、すべて木酢液然処理区のものを使用。
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収穫期 7月31日
貯蔵日数 25日
8月27日 10月14日
2臼 29臼
第 B悶 ベニアズマ(5月植)における塊根の収穫
期及び貯蔵期間と糠含量
(生イモの場合)
主1) 関 FRU口GLU自 SUC圏 MAL
注2)貯蔵日数とは、収穫から分析試料作成までの日数。
浅3)供試塊根は、すべて木酢液然処理区のものを使用。
ルクトース含量が多かった。
ベニアズマについては， 8月に収穫した塊根(生
イモ)の糖含量がやや低かったが，一般に貯蔵期
間が長くなると糖含量が増加する傾向もみられた。
遊離糖の組成については，供試材料の範囲内では，
どの収穫日の塊根(生イモ)においてもスクロー
スが大部分であり，他の糖はほとんど見い出され
ていない。
[実験3]上場合地の現地篤農家生産の良食味カン
ショ塊根の遊離糖分析
台地における現地篤農家で生産され，良食味の
評価を得ているカンショ塊根(第2表)について，
当センターの実験問場のものとの糖含量の相違の
有無を検討した(第9鴎)。
塊根の全遊離糖の含有量は， [実験2]の 1)と
ほとんど同様の傾向が見られ，焼きイモが生イモ
の約 4~5 倍の値を示した。両品種ともに，生イ
モでは現地農家産塊根がやや高い値であるが，焼
きイモでは大きな差は生じなかった。また各遊離
糖については， トサベニではマルトース以外の糖
が現地農家産塊根でやや高い含量であるが，ベニ
アズマでは大きな差は見られていない。ベニアズ
マ塊根の糖度Brix%値は，焼きイモが生イモの
約3倍の値で，ともに現地農家産の塊根で高い数
値となっており，その差異は生イモにおいてやや
大きかった。
考察
1.木酢液処理がカンショ苗における根の成長に
及ぼす影響
カンショ苗からの根の成長は，木酢原液の
500'"'-'200倍希釈溶液で促進程度が大きしこれ
は杜ら 4)の結果と向様の傾向である。一方苗から
の発根数と塊根形成との関係については，必ずし
も1次根の発根促進が塊根形成に有利で、はないと
されるため，さらに処理効果の得失の検討が必要
であると思われるが，木酢液利用の可能性のーっ
として研究を行ってみたい点でる。また木酢液
3000倍希釈溶液では，やや発根促進程度が抵い傾
向が見られたが，供試した苗の生育不良等の要因
もあったと思われるので再確認が必要で、ある。
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第 9図 台地における現地農家闘場で栽培されたカンショ塊根の糖含量 (1997年産)
主1)E'Zl FRU 口GLU巴SUC圏 MAL0 Brix (%) 
設2)実験闘場産塊根は、すべて木酢液無処理区のものを供試。
第 2表 HPLC分析用試料としたカンショ塊根 (1997年産)
5経験臨場産
品種 値付日 収穫日
トサベニ 5月組 5月3日(1回目) 7. 31 
( 2郎防) 8. 27 
( 3回白) 9. 25 
(4初日) 9. 25 
河 : 7 Fl機 7月3日(1朗自) 11. 20 
ベニアズマ 5月椴 5月初日(1則自) 7. 31 
現地f災家産
仁3
口口 穣
トサベニ
ベニアズマ
( 2閲日) 8. 27 
( 3回目) 10. 14 
植付日 l収穫臼
(1 @]日) 10. 28 
(1矧臼) 10. 28 
2.木酢液処理が間場で栽培したカンショの生育
に及ぼす影響
Miyazakiら3)によると，カンショ収穫時におけ
る茎葉一塊根の重量比率CT/R比)が0.7かそれよ
り低い値である場合は，塊根の品質は良いが貯蔵
性は低く，またカンショ茎葉部の過繁茂は塊根収
を乏しくする。そこで貯蔵性が高く良品質な塊
根を生産するためには，ベニアズ、マで、は茎葉部の
生育が30t/haになるとよいとされている。しかし
本研究で実験圃場で栽培したカンショは，木酢液
処理区の茎葉部及び塊根の生育が無処理区を上回
ることはほとんど無く，本実験の範囲では闘場の
カンショの生育における木酢液処理の効果は明確
塊根の言語理法
生
主ー
生，蒸し
燐き
生，焼き
生， ，燦き
ヨミ
生
1:，焼き，蒸し
(殺〔処潔， 50， 400俗区)
貯蔵日数分析用試料作成日
25 1997. 8. 25 
2 1997. 8. 29 
21 1997. 10. 16 
24 1997. 10. 19 
74 1997. 12. 8 
29 
1997. 12. 8 
1997. 8. 25 
1997. 8. 29 
1997. 11. 12 
焼き 51 1997. 12. 4 
(100， 200， 800f吉区)
塊根の調理法
1:，焼き
ヨミ，焼き
貯蔵日数 分析試料作成日
83 
83 
1998. 1. 19 
1998. 1. 19 
でなかった。しかし植え付け時の菌の活着不良，
病害虫の発生，気象条件や供試闘場の土壌要国等
の悪影響もあったと考えられるため，さらに年次
変動や他間場における実験等も必要で、あると思わ
れる。
3.木酢液処理がカンショの遊離糖含量に及ぼす
影響
1 )品種による塊根の糖含量の差異
カンショの生イモ及び調理イモにおける遊離糖
の含量については，本実験においても Takahata
ら6)の報告とほぽ同様の結果が得られ，また品種
間では，若干ではあるがベニアズマの方がトサベ
ニよりも糖含量が高い傾向が見られた。 Taka司
唐津産の木酢液の処理がカンショの生育と塊根の遊離糖含量に及ぼす影響 23 
hataら6)によると， トサベニ(高系14号)とベニア
ズマは同様の遺伝子型を持つグループに属し，こ
のグループの品種は他品種にくらべて比較的少量
のフルクトース及びグルコース，中間震のスクロ
ース，大量のマノレトース(蒸煮塊根のみ)を含ん
でいる。フルクトースはスクロースの1. 15~1.75 
倍の甘味をもっ最も甘い糖で，またスクロ…スは
カンショやほとんどの植物の主要な構成成分であ
るが，その代謝は非常に複雑であるため，体内の
は環境条件によって様々な影響を受ける。
一方木酢液処理による塊根の糖含量への影響は，
両品種ともに本実験の範関内では生イモ及び調理
法に関わらず，処理問にほとんど差異は見出ださ
れなかった。そしてベニアズマ(5月植)の焼き
イモの糖含量をはじめ，宥干のばらつきが認めら
れる場合払病害虫や栽培管理などの要因による
ものか処理による影響なのかは明瞭で、なく，また
分析試料作成における誤差要因も含めて，再実験
により確認を行う必要があると思われた。同様に
ベニアズマで測定した Brix舘(%)についても，
木酢液の処理による差異はほとんど見られていな
い。一方糖度について吉永らめは，イモの大きさの
違いによって焼き具合あるいは煮え具合に差が生
じ易く， Brix 値による比較が不正確になるため，
糖度は測定条件に左右され易いと報告している。
これらの点についても，さらに検討が必要と考え
ている。
2 )収穫期，貯蔵期間あるいは植付け時期の異
なる塊根の糖含量
両品種において，収穫期，塊根の貯蔵日数ある
いは苦の植付け時期別に見ると遊離糖組成に変動
がみられ，その様相は品種によって異なる傾向も
見られた。今後さらに実験を継続する予定である。
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